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【編集後記】 
 今年も残すところあとわずかとなりました。 
 冬本番となり、突然の大雪や寒さに毎日身震いしてい
るところです。 
 そんな中、今年もイルミネーション点灯式を無事に行
うことができました。寒い中ですが、イルミネーションの
光を見て、温かい気持ちで過ごしてもらいたいと思いま
す。皆さま、よい年をお迎えください♪ （菅原由香里） 

 

12
月
７
日
（
日
）
、
衣

川
地
区
セ
ン
タ
ー
で
「
竹

灯
籠
作
り
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

講
座
に
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
の
10
人
が

参
加
。
１
月
20
日
（
火
）

に
開
催
さ
れ
る
「
二
十
日

夜
祭
」
の
休
憩
所
と
な
っ

て
い
る
地
区
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
に
竹
灯
籠
を
設

置
し
、
お
も
て
な
し
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
と
し
て
行
う

こ
と
を
目
的
で
実
施
し

ま
し
た
。 

 

製
作
経
験
の
あ
る
高

橋
幸
雄
さ
ん
（
白
山
堂
）

指
導
の
も
と
、
各
自
好
き

な
竹
と
型
紙
を
選
び
、
電

動
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
で

穴
を
開
け
る
作
業
を
行

い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
ほ
と

ん
ど
が
電
動
ド
ラ
イ

バ
ー
初
体
験
で
、
と
ま
ど

い
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
が
、
使
い
方
に
も

す
ぐ
に
慣
れ
、
大
人
顔
負

け
の
素
晴
ら
し
い
作
品

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
二
十
日
夜
祭
」
の
竹

灯
籠
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
楽

し
み
に
し
て
い
て
く
だ

さ
い
。 

開催日 内 容 開催場所 

12/26（金） 

～1/4（日） 
衣川地区センター 休館 地区センター 

1/5（月） 仕事始め 地区センター 

1/7（水） エアロビクス教室② 保健福祉センター 

1/8（木） 衣川歴史かるた大会 地区センター 

1/10（土） 
イルミネーション点灯最終日 

※1/11（日）撤収作業 
古戸交差点 

1/20（火） 
フレイル予防教室 

「お達者プラス」講座 
地区センター 

1/20（火） 
二十日夜祭 

竹灯籠設置 
衣川各地 

2/1（日） マージャン大会 地区センター 

2/18（水） エアロビクス教室③ 地区センター 

2/20（金） 

～3/3（火） 
ひなまつり展示会 地区センター 

●１２月３日（水）開催 参加１４人 
 衣川保健福祉センターにて開催 
 講師/フィットネスインストラクター 
             千葉隆子さん（一関） 

●１1月18日（火）開催 参加12人 
 衣川地区センター 営農相談室 

●11月28日（金）開催 参加19人 
 衣川地区センター 日本間 
 講師/奥州市市民環境部生活環境課 
              生活衛生係の方々 

 

年
末
年
始
の
地
区
内
交
通
「
さ
だ
と
う
号
」
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
星
空
号
」
は
、
次
の
通
り

運
休
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
ご
注
意
願

い
ま
す
。 

  

★
さ
だ
と
う
号 

  

12
月

27
日
（
土
）
～
１
月
５
日
（
月
） 

 

★
星
空
号 

  

1 2
月

27
日
（
土
）
～
１
月
４
日
（
日
） 

 

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
確
認
願
い
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

・
さ
だ
と
う
号 

（
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）
☎
52
‐
２
６
５
５ 

 
 

 

※
ご
予
約
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら 

 
 
 

午
後
16
時
ま
で 

 
 ・

星
空
号 

（
衣
川
タ
ク
シ
ー
）
☎
52
‐
３
０
１
１ 

「
さ
だ
と
う
号
」
及
び
「
星
空
号
」
の 

 
 

 
 

 
 

 

年
末
年
始
の
運
休
に
つ
い
て 

 

奥
州
市
の
情
報
誌
「
月
刊

Ｏ
ｈ
！
Ｓ
ｈ
ｕ
ｎ
」
と
、
主

に
一
関
市
周
辺
の
情
報
を

掲
載
し
た
「
ま
ち
い
ろ
は
」

を
衣
川
地
区
セ
ン
タ
ー
に

配
架
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。 

 

ど
ち
ら
も
数
に
限
り
が

ご
ざ
い
ま
す
。
ほ
し
い
方
は

お
早
め
に
地
区
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

 衣
川
の
夜
を
明
る
く 

灯
し
た
い
ん
だ
‼ 

衣
川
タ
ク
シ
ー
に
も 

飾
ろ
っ
か
な
～
‼(

笑) 

 

12
月
21
日
（
日
）
、
衣
川
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
雨
天
で
中
止
に

な
っ
た
衣
川
地
区
振
興
会
ま
つ
り

代
替
え
と
し
て
「
大
抽
選
会
」
を
開

催
。
衣
川
小
１
年
の
藤
巻
千
陽
（
ち
よ
）

さ
ん
に
抽
選
を
手
伝
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
一
等
に
自
分
の
番
号
を

引
き
、
会
場
か
ら
は
割
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
が
起
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
餅
ま
き

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
大
盛
況
で
し
た
。 

▲会長と一緒に抽選して 
 くれた千陽さん（衣小１年） 

【大抽選会】 
 １等 藤巻千陽 さん（小安代） 
 ２等 髙橋直志 さん（懸田） 

髙橋洋一 さん（河内） 
 ３等 菅原 良 さん（深沢） 

小林朋美 さん（石神） 
矢崎木綿子 さん（大森） 

    菅原琢也 さん（河内） 
【じゃんけん大会】 

三浦秀一さん（古戸）    

 

次
は
何
番
か
な
？ 



 

地
域
会
議
は
、
地
域
の
課
題
及
び
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
市
政
へ
の
提
言
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

令
和
７
年
６
月
３
日
（
火
）
、
令
和
７
年
度
第
１
回

衣
川
地
域
会
議
（
髙
橋
厚
会
長
、
委
員
13
名
）
が
開

催
さ
れ
、 

 

（
１
）
未
来
羅
針
盤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況 

 

（
２
）
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定 

 

（
３
）
令
和
７
年
度
衣
川
地
域
の
主
要
事
業 

 

（
４
）
森
林
体
験
事
業
「
森
の
巣
」 

 

（
５
）
衣
川
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設
個
別
計
画 

に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
「
衣
川
地
域
の
地
域
課
題
に
対
す
る
提

言
」
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

会
議
の
中
で
、
衣
川
地
域
会
議
の
協
議
内
容
に
つ

い
て
衣
川
地
域
に
お
住
い
の
皆
さ
ま
へ
周
知
す
る
よ

う
委
員
か
ら
要
望
が
あ
り
、
今
回
地
区
振
興
会
だ
よ

り
へ
の
掲
載
を
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。 

  

衣
川
地
域
会
議
の
会
議
資
料
と
会
議
録
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

（
ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
１
７
０
１
２
） 

  

■
お
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

衣
川
地
域
会
議
事
務
局 

 
 
 

衣
川
総
合
支
所
地
域
支
援
グ
ル
ー
プ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
企
画
担
当 

 
 
 
 
 
 

電
話
／

34-

２
３
６
０
（
直
通
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

毎
年
こ
の
時
期
に
、
古
戸

信
号
交
差
点
広
場
で
行
っ

て
い
る
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
事
業
」
が
10
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
小
原
美
智
也
さ
ん

が
代
表
を
務
め
る
「
古
戸
農

地
・
水
環
境
保
全
組
合
」「
古

戸
営
農
組
合
」
と
衣
川
地
区

振
興
会
が
共
催
で
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
も
、
小

野
寺
勇
輝
さ
ん
（
胆
沢
）
と

佐
藤
林
業
（
佐
藤
弘
好
代

 

今
年
の
１
月
末
に
惜
し
ま
れ

な
が
ら
閉
店
し
た
古
戸
の
菊
地

酒
店
。
そ
の
菊
地
酒
店
の
４
人
の

店
主
や
奥
様
方
が
残
し
て
き
た

額
装
、
看
板
、
カ
メ
ラ
、
現
像
機
、

写
真
ネ
ガ
、
ア
ル
バ
ム
、
雑
誌
、

漫
画
、
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
、
か
る
た

等
の
一
部
を
展
示
し
た
、
企
画
展

「
菊
地
酒
店
が
残
し
た
衣
川
の

歴
史
」
を
11
月
26
日
（
水
）
か
ら

12
月
５
日
（
金
）
ま
で
の
10
日

間
、
衣
川
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。
特
に
、
三
代
・
宏
さ

ん
が
撮
影
し
た
写
真
を
、
Ａ
４
判

等
に
拡
大
パ
ネ
ル
化
し
て
展
示

し
た
１
８
０
点
に
は
、
昔
を
懐
か

し
ん
で
歓
声
を
上
げ
る
来
場
者

の
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

  

衣
川
に
も
あ
っ
た 

 
 
 
 

造
り
酒
屋 

  

今
回
の
企
画
展
の
来
場
者
は

２
２
０
人
。
そ
の
来
場
者
の
方
々

か
ら
の
情
報
提
供
で
、
造
り
酒
屋

（
清
酒
）
を
始
め
た
の
が
初
代
・

雄
三
郎
さ
ん
で
、
二
代
・
雄
五
郎

さ
ん
の
時
代
は
焼
酎
を
中
心
に

販
売
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
。
そ

の
後
、
造
り
酒
屋
か
ら
酒
類
販
売

の
み
に
切
替
え
、
三
代
・
宏
さ
ん
、

四
代
・
宏
一
さ
ん
へ
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
こ
と
。
ま
た
、
松
山
寺

近
く
の
富
沢
橋
が
崩
落
し
、
及
初

組
の
ト
ラ
ッ
ク
が
落
下
し
た
写

真
は
、
大
森
分
校
新
築
工
事
の
た

め
の
砂
利
を
運
ん
で
い
た
時
の

も
の
な
ど
、
こ
れ
ま
で
分
か
っ
て

い
た
こ
と
と
違
う
、
新
し
い
発
見

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回

展
示
し
な
か
っ
た
写
真
も
多
く

あ
る
こ
と
か
ら
、
時
期
を
見
て
展

示
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

表
・
張
巾
）
の
協
力
の
も
と

で
、
12
月
14
日
（
日
）
に
設

置
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
作
業
は
、
前
日
か
ら

の
雪
と
途
中
か
ら
の
雨
で

寒
さ
に
震
え
な
が
ら
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
。 

 

点
灯
式
は
翌
15
日
（
月
）

の
夕
方
か
ら
行
わ
れ
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
や
関
係
者
が
見
守
る

中
、
鈴
木
昂
汰
（
こ
う
た
） 

さ
ん
、
藤
田
架
乃
愛
（
か
の

あ
）
さ
ん
（
い
ず
れ
も
衣
川

小
１
年
生
）
と
小
原
代
表
、

髙
橋
振
興
会
長
の
４
人
が

点
灯
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
ま

し
た
。
点
灯
は
来
年
１
月
10

日
（
土
）
ま
で
。
今
年
も
１

万
８
千
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
衣
川
の
冬
を
温

か
く
照
ら
し
ま
す
。 


